
▲セウォル号惨事の真相究明と特別法制定などを 

求める韓国民衆

セウォル号惨事から何を学ぶのか 
－韓国民衆の真相究明運動に連帯して－ 

韓国の大型旅客船セウォル号の沈没事故

で、修学旅行中の高校生ら２９２名が死亡

するという惨事が発生し衝撃が走りました

（１２名は、今も行方不明）。事故の原因と

して、規制緩和による船舶使用期限の大幅

な延長、定員数を増やすための無理な船体

改造、貨物の過積載などが指摘されていま

す。企業の利益を最優先し、人命を軽視し

た政治が招いた悲劇と言わねばなりません。 

また、事故発生から沈没まで２時間あっ

たにもかかわらず、自力で脱出した人以外

は一人も救出できなかった政府に対する責

任追及の声が高まっています。しかし朴槿恵政権は船長と乗務員、そして事故との関連も

定かではない船主に責任を転嫁しようとしています。 

韓国では遺族を中心に、徹底した真相究明と再発防止を求める闘いが連日のように繰り

広げられています。韓国民衆に連帯して、人間の尊厳が尊重され、すべての人の安全が保

障される社会を目指してともに闘っていきましょう。 

 

主催：７・２７日韓交流事業実行委員会 
問合せ：全日建連帯労組近畿地方本部 TEL：０６-６５８３-５５４９ 

日時：２０１４年７月２７日（日） 

午後１時 開場／午後１時３０分 開会 

場所：エルおおさか6階大会議室 

 （京阪・地下鉄“天満橋駅”下車徒歩７分） 

内容：セウォル号犠牲者追悼の歌 

韓国ゲスト キム・ウンジンさん 

（韓国進歩連帯教育委員長） 

（セウォル号惨事国民対策会議１千万人署名チーム長） 

日本側からの報告 

特定秘密保護法・集団的自衛権容認と憲法解釈変更 

服部良一さん（前衆議院議員） 

労働法制改悪とＴＰＰ問題 

山元一英さん（全港湾大阪支部委員長）他 
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